












江戸時代の高僧・慈雲尊者飲光（1718-1804）は 2018 年に生誕 300 年を迎
え，日本各地で記念行事が予定されているが，筑波大学附属中央図書館には，
彼の最晩年における直筆本『法華陀羅尼略解』が所蔵されている（ハ
320-59）．この『法華陀羅尼略解』は 1803（享和 3）年 3月 4日の成稿になり，
















は 2～36 頁（計 35 頁），2）は 37 頁（計 1頁），そして 3）は 38 頁～52 頁



















伽金剛薩埵五秘密修行念誦儀軌』の添削が 1802 年，『理趣経講義』が 1803 年，
そして『法華陀羅尼略解』が 1803 年の成稿だということになる．
1 ）問題の所在




































趣会軌」であるということが判明する（川崎 2007：464 をも参照）．他の 6種
儀軌については，相違は見つかるものの，№ 1122 の逸脱ほど大きくはない．





































すなわち№ 1119，№ 1123，№ 1125 の三儀軌のすべてにおいて，儀軌の開始
に先立ち，『大蔵経』には記載されていない「普賢行願」〔すなわち「五悔」〕
の読誦が慈雲によって指示されているのである．これは順に『慈雲尊者全集』











































これは№ 1122 および№ 1125 に載る明であるが，№ 1123 本文には含まれて
いない．慈雲が№ 1123 に出ないこの明をあえて№ 1123 の頸次第の中に出し
たのは，№ 1122 に含まれていることに鑑み，№ 1123 を，№ 1119 から№
1124 までの儀軌全体を集約する頸次第としたい意向を持っていたため，と考
えたい．しかし№ 1123 は頸次第であり，詳注は施せない．そこで慈雲は，№
1125 本文の方に注を加えている（46-47 頁）．№ 1125 で詳注が施されている
のは，勝願（41 頁），大智印真言（42 頁），大楽不空三昧耶真実心密語（45





が，同時に№ 1125 にも載る．したがって慈雲は，№ 1122 にしか載らない他





















































































































































































































「大楽不空三昧耶真実心密語」は，№ 1125 のこの箇所のほか，№ 1124 にも




















































































































































































































































































































































































































































































































































この段も一字下げである．№ 1119 から№ 1125 までの儀軌の中では，先に









































































































































































































































































































































雲の注記である．なお，この讃王は№ 1119 のほかに，№ 1120（『略出軌』
517a-520c），№ 1124（『瑜伽念誦儀軌』535a），そして№ 1125（『五秘密軌』
537b）に挙がる．したがって慈雲によるこの『儀軌私記』では№ 1119 のほか


































































































願なり＞ pra＜勝なり＞ ptye＜得なり＞ bhava＜有なり＞ sāgara＜海の義＞
śodhana＜四十；清浄＞ anādi＜勝初持＞ nidhāna＜所施豊饒＞ tyaṃtikānta
＜四十一＞prāka＜随処＞ sarva＜一切＞mā＜我＞ sthitaḥ＜四十二；住処＞hṛd
＜名称．対注の纈哩多．もしくはkṛtaは名称．もしくはhṛtaは心なり＞mudrā















＜七十二；勝蔵なり＞ vibhūti＜遍顕現＞ śrī＜七十三；吉祥の義＞ vibho rāja
＜七十四；王なり＞ sarv’āśā＜七十五；一切意楽なり＞paripūrakaḥ＜七十六；






















この奉送真言は№ 1119 のほかに，№ 1120（519b-520c），№ 1121（523a），
№ 1122（527c），№ 1123（530c）に挙がる．したがって慈雲によるこの『儀
















収められている．これは№ 1119 には載らず№ 1123 のみに挙がるものである



















1119 から№ 1124 までに共通する次第を案出した．その一方で，№ 1122 や№
1124 に挙がる真言に関しては，№ 1119 もしくは№ 1125 のどちらかを選択し
つつ，より相応しい文脈に取り込む形でその注釈を行っている．いずれにして
も，重複を避け，無駄を省いた形で主要な金剛薩埵関連の真言をこの『金剛薩
埵修行儀軌私記』で解説し終えたと言える．したがってこの作品は，3点全体
で一つの意味ある統一体を形成するのであり，その全体としての名が『金剛薩
埵修行儀軌』，すなわち金剛薩埵への入我我入のための次第書なのである．
筆者は先に，既出の拙稿において，慈雲による『法華陀羅尼略解』が，『妙
法蓮華経』の密教儀軌としての『観智儀軌』からの影響のもとに記されたので
はないかとの仮説を提示し，あわせて「五悔」が法華経法と真言密教の結節点
となりうるとの見通しを立てておいた（秋山 2012）．『観智儀軌』は，前半が
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「五悔」から「五秘密」へ
─慈雲著『金剛薩埵修行儀軌私記』（1802 年）の位置づけをめぐって─
法華経五陀羅尼に基づく胎蔵法，後半が法華経普賢菩薩呪に基づく金剛法とし
て，胎金二部の合揉により構成されている．「法華陀羅尼」を扱うことは，お
そらく慈雲が，このような胎金不二の秘儀，大悲と大智の共なる実践を志向し
ていたことを物語るだろう．この志向性は，すでに『金剛薩埵修行儀軌』を手
掛けていた 1802 年当時から持続していたのである．慈雲は『金剛薩埵修行儀
軌』においても，金剛薩埵との合一に向けての修行の究極目的を，五秘密の合
一に見る大智大悲の融合のうちに置いていた．金剛薩埵法の目標は，慈雲に
とって，あくまでも月輪と蓮華の統合という次元に置かれねばならなかったの
である．この意味で，三作を併せ含む『金剛薩埵修行儀軌』は，五秘密の秘儀
までを収める「金剛薩埵の修行儀軌」なのであり，その総題は，第 1作の「大
楽軌」への注疏の題とは区別して意義づけられねばならないだろう．その意味
で，第 1作の題辞については，筑波大所蔵本のように『大楽金剛薩埵修行成就
儀軌』とする方がむしろ望ましいのかもしれない．
もとより慈雲は，そもそもテキストの注記ではなく，金剛薩埵成就という目
的をこそ主眼に据えていたのではなかっただろうか．慈雲はおそらく，五秘密
における大悲大智・蓮華月輪の一致のうちに『理趣経』の本意を読み取り，「五
秘密軌」においてクライマックスを迎える構造を選択することを意図したので
あろう．『金剛薩埵修行儀軌私記』という総題には，このような意味が秘めら
れていると考えてみたい．
『理趣経』には，大智と大悲を併せた大乗比丘の究極の境地を表す性格が秘
められている．『理趣経』読誦には，その儀軌実践にまで及ぶパースペクティ
ヴが込められると考えたい．『理趣経』を常用経典として普段より読誦する行
為は，大悲大智の一致における菩薩行の実践という次元を絶えず想い起すこと
に他ならない．慈雲はこのことを，新たな総合的・金剛薩埵理趣儀軌たる『金
剛薩埵修行儀軌』を編むことで立証したと言えるだろう．慈雲が 1802 年に到
達したこの地平が，翌年にはさらに，金胎合揉儀軌としての『観智儀軌』を想
起させる「法華陀羅尼」の略解を執筆するという行為へとつながるのである．
晩年の慈雲は，大智大悲の合一，文献実証的梵学と菩薩行とを見事に合致させ
た境地にあったと言えるだろう．
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